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ついて in vitro で検討を行った。 
【研究対象と方法】 
2000 年 1 月から 2006 年 12 月までに東北大学病院移植再建内視鏡外科にて手術を施行した、
術前未治療の食道扁平上皮癌患者 104 名を対象とした。各症例の手術標本に対し c-Met と HGF
の免疫組織化学を施行し、患者の臨床病理学的因子や生存との関連を検討した。加えてヒト食道
扁平上皮癌細胞株（KYSE150、KYSE170、KYSE180）を用いて細胞内の c-Met と HGF の mRNA








された。しかしながら、c-Met と HGF の発現には有意な相関関係は認められなかった。患者の
生存率との関係性を検討したところ、c-Met 高発現群は 5 年全生存率・死因調整生存率（cause 
specific survival：CSS）ともに有意に低く、さらに多変量解析ではリンパ節転移とともに c-Met
高発現が食道扁平上皮癌患者における独立した予後不良因子であることが明らかとなった。機能
実験では、HGF が存在する環境において c-Met 阻害剤の添加で細胞の増殖能・浸潤能が有意に
低下した。また、c-Met 阻害剤はリン酸化 c-Met とその下流のシグナル伝達物質のリン酸化蛋白
発現量を有意に低下させることを確認した。 
【結論】 
以上の結果から、食道扁平上皮癌組織における c-Met 高発現は患者の独立した予後不良因子と
であり、c-Met の発現は食道扁平上皮癌の増殖・浸潤を助長させる一因であることが示唆された。
また、遺伝子変異や増幅などについて今後のさらなる検討が必要ではあるが、c-Met は食道扁平
上皮癌において新たな治療標的となりうる可能性が考えられる。 
 

